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挨拶

佐竹昭虞

昨夜は木枯らしが吹きました。今日は「立冬」です。

初冬や訪はんと思ふ人来たり

これは正岡子規の句ですが、今日はまさに「訪はんと思ふ」人たち

が、世界各地から来たり集まって下さいました。

今日と明日にかけて八人の方々が、御専門の分野から研究発表を行

われます。一人でも多くの方に発表していただきたいと思うため、そ

れぞれの発表時間は十分とはいえませんが、あしからず御了承下さい。

また本日は招待研究発表として、パリ第七大学のジャックリーヌ・

ピジョー教授が花をそえて下さいます。今年、コレージュ・ド・フラ

ンス日本学高等研究所と国文学研究資料館の聞に学術交流協定が締結

されましたので、その記念にお招きしたものです。 ピジョー教授は、

日本文学研究者として、フランスはもとより日本でも著名な方です。

1988年『道行文の研究』で山片桃幡賞を受賞されました。

また、明日の公開講演は、群馬県立女子大学長平岡敏夫氏、フラン

ス国立高等研究院教授フランシーヌ・エライユ氏の両先生にお願いし

ております。平岡氏が、明治・大正・昭和にわたる日本近現代文学研

究の国際的権威であることは、皆様ご存知のとおりですが、この国際

日本文学研究集会委員会の委員長をも、多年お勤めいただいておりま
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す。フランシーヌ・エライユ教授は、本年度当館客員教授としてお迎

えいたしました。日本史、日本文学史を専攻され、目下「平安朝の記

録文学の研究」を進めておられます。名著『御堂関白記の研究』によ

って、 1993年度山片桃幡賞受賞、フランスにおけるジャポノロジーの

碩学とよばれるにふさわしい方です。

今回の研究集会は、研究発表、公開講演いずれも興味津々たるもの

があります。この国際日本文学研究集会は、今年でちょうど20回を重

ねます。第20回をかざるにふさわしい記念行事になるにちがいないと

慶んでおります。

二日間の研究集会に対し、皆様の有益な御教示と、あたたかい御批

判をお願いいたします。
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